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八王子市民活動協議会の

福祉分野への取り組みと今後の課題

～ ３年間の「WAM事業」を振り返って～

平成３０年１月２７日

特定非営利活動法人八王子市民活動協議会
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平成29年度WAM助成（社会福祉振興助成事業）シンポジウム

第３回シンポジウム（第９回共助のまちづくりシンポジウム）

八王子市民活動協議会とは
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八王子市民活動協議会の活動
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主 な 活 動
○ 八王子市市民活動支援センター事業「さぽーと802」(八王子市から受託し運営管理）

・・・各種講座(アクティブ市民塾・パワーアップ講座など)、はちコミねっと運営、
ゆめおりファンド（ひと・モノ）運営、施設管理など

○ 「はちおうじ志民塾」 ・・・ 地域活動入門講座と団体活動のレベルアップを図る講座

○ 「お父さんお帰りなさいパーティー」（略称オトパ）

・・・リタイア世代の方を第二ステージへガイダンス

○ 八王子いちょう祭り「わくわく広場」の運営 ・・・ 市民活動団体と地域住民との交流

○ 「ＮＰＯ八王子会議」
・・・市民活動団体としての情報交換&気づきの場と団体運営の実務を学ぶ講座

○「活き生きハンドブック」を通した福祉分野への貢献

・・・多くの福祉関連活動をしている民間団体を福祉医療に関わっている包括ケア

マネージャーや民生委員、町会自治会役員の皆さんに知って頂き、要支援者と

の橋渡しをしていただくために、H27～29年度の三年間連続で独立行政法人
福祉医療機構（以下 WAM）の助成金を得て発行

○ その他

八王子市の福祉計画体系
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最上位の計画
2013～2022

2018～2020年度

2019～2021

地域福祉計画
を具体化

（

専

門

性
）

国も都も市も ・ ・ ・ 市民力・地域力を期待

（

汎

用

性
）
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市の方向性
平成２９年４月１８日

高齢者計画・介護保険事業計画策定部会
資料１－4

本計画の基本的な考え方（案）
地域包括ケアシステムのさらなる浸透と強化

重要な論点

（１）市民力・地域力を活かした多様な取組の推進

（２）介護人材の確保・定着・育成

（３）認知症施策の多面的な推進

（４）中長期的な視点に立った施設整備

（５）健康寿命の延伸のための介護予防と健康づくり

（６）適切なサービス見込み量と保険料の設定
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本市では、元気な高齢者が地域の高齢者を支えていく「地域づくり」が引き続き求められており、

そのための市民力の活性化が重要と考えています。また、高齢者が元気であり続けることは、高齢者

の自らの幸せな生活はもとより、医療保険や介護保険などの社会保障制度を安定的に運営することに

もつながると考えています。第６期計画策定以降の課題を踏まえ、市では、以下の３つの視点に基づ

き、「市民力」・「地域力」を活かした多様な取り組みを推進します。

（１）原動力となる人材・活動グループの確保・育成

・・・・・・・・・・・・・・・

（２）いつまでも元気に自分らしく活躍できる場の創出

・・・・・・・・・・・・・・・

（３）地域を市民力・地域力で支えるしくみづくり

・・・・・・・・・・・・・・・

市民力を引き出すNPO
～ 八王子市民活動協議会の取り組み (概要 ) ～
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「第３次いきいきプラン八王子」に更なる貢献も

★ 人材育成（市民活動との出会い・紹介）・支援
・・・「活き生きハンドブック」・「オトパ」・「志民塾」等
★ 団体運営サポート
・・・「パワーアップ講座」（支援センター）・NPO会議等

八王子市民活動協議会
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市民力を引き出すNPO
～ 八王子市民活動協議会の取り組み (経過と成果) ～

１．経過

平成27年度：高齢者を中心にした支援団体を「活き生きハンドブック」へ掲載（約 60団体）

平成28年度：障害を持った方や子育てママさんの支援団体をプラスして掲載（約100団体）

平成29年度：介護予防分野も含めた幅広い支援団体を掲載しＩＴ化も実施（約150～160団体）

・・・ 冊子掲載は目次的なものにして軽量化と経費削減を図るとともに、地域と

の交流を深める活動に進化させた。

２．三年間の成果

（１）「活き生きハンドブック」の編集・頒布 ・・・ 要支援分野から介護予防的な分野まで

の多くの活動団体を地域の関係者（民生委員・包括支援センター・町会自治会等）

に知って頂く情報提供が出来た。

（２）協議会関係者（理事・実行委員等）が直接各支援団体と情報確認をする中で、より

密接な関係構築が出来た。

（３）首都大学東京や地域の包括支援センター・民生委員等との接点が増え、交流の絆

が深まった。
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市民力を引き出すNPO
～ 八王子市民活動協議会の取り組み (今後の方向) ～

３．今後の方向

（１）本事業の継続を自力でやっていくこと。

広告収入の増加等による財政確保が課題。

（２）三年間の経験を活かして、効率的な運用を図る。

（３）連携団体との協力を深め、アドバイスを頂き、更なる協働を実現していく。

・・・ “共助のまちづくりシンポジウム“開催などで、連携団体や行政・関

連機関との連携強化を図っていく

協議会のノウハウを

時代のニーズ（福祉）に

活かす！


